
第
28
回

京
都
検
定

※「
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試
験
®
」、「
京
都
検
定
®
」お
よ
び

そ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、京
都
商
工
会
議
所
の
商
標
で
す
。

無
断
で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
京
都
に
は
｢松
竹
梅
」に
ま
つ
わ
る

観
光
資
源
が
非
常
に
豊
富
で
す
。

　
ま
ず
｢松
」と
い
え
ば
、善
峯
寺（
西

京
区
）に
あ
る
国
の
天
然
記
念
物

「
遊
龍
松
」が
代
表
的
で
す
。樹
齢

6
0
0
年
以
上
の
五
葉
松
は
全
長
約

37
m
に
も
及
び
、そ
の
姿
は
ま
さ
に

圧
巻
で
す
。ほ
か
に
も
、観
光
の
定
番

と
し
て
は
、金
戒
光
明
寺
（
左
京
区
）

に
あ
る
熊
谷
直
実
ゆ
か
り
の
｢鎧
掛

け
の
松
」や
、八
大
神
社（
左
京
区
）に

古
木
が
祀
ら
れ
て
い
る
宮
本
武
蔵
で
有

名
な
｢一
乗
寺
下
り
松
」が
あ
り
ま
す
。

個
人
的
に
は
、常
盤
御
前
が
三
人
の

子
を
抱
い
て
雪
を
凌
い
だ
と
伝
わ
る

宝
樹
寺（
東
山
区
）の
｢雪
除
け
の
松
」

の
逸
話
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
｢竹
」で
す
が
、嵯
峨
嵐
山
か
ら

洛
西
地
域
で
多
く
見
ら
れ
、特
に
嵯
峨

野
の
竹
林
は
京
都
を
象
徴
す
る
風
景

と
し
て
有
名
で
す
。近
年
で
は
、深
草

に
も
｢竹
の
下
道
」が
整
備
さ
れ
、新
た

な
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、石
清
水
八
幡
宮
に
エ
ジ
ソ
ン

記
念
碑
が
あ
る
よ
う
に
、京
都
の
竹

は
白
熱
電
球
の
発
展
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。「
竹
の
寺
」

と
し
て
親
し
ま
れ
る
地
蔵
院
（
西
京

区
）で
は
、住
職
が
丹
精
込
め
て
手
入

れ
を
さ
れ
た
竹
林
が
、神
秘
的
な
美
し

さ
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。私
自
身
は
、圓

光
寺（
左
京
区
）の
境
内
に
あ
る
竹
林

も
好
き
で
、江
戸
中
期
に
は
円
山
応
挙

が
訪
れ
、「
雨
竹
風
竹
図
屏
風
」を
残
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
｢梅
」は
、「
観
梅
ツ
ア
ー
」が

組
ま
れ
る
ほ
ど
春
の
観
光
で
は
人
気

が
あ
り
ま
す
。北
野
天
満
宮（
上
京

区
）、城
南
宮（
伏
見
区
）の
枝
垂
れ
梅
、

京
都
御
所
、二
条
城
、隨
心
院（
山
科

区
）の
は
ね
ず
の
梅
、梅
宮
大
社
等
が

定
番
で
、近
年
で
は
三
室
戸
寺（
宇
治

市
）の
枝
垂
れ
梅
も
新
し
い
名
所
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。私
自
身
は

城
陽
市
に
長
く
住
ん
で
い
ま
す
の
で
、

広
大
な
｢青
谷
の
梅
林
」を
お
す
す
め

し
ま
す
。約
1
万
本
の
梅
が
一
斉
に
咲

き
、2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
は
｢梅
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。キ
ッ
チ
ン
カ
ー

や
屋
台
も
並
び
、梅
を
使
っ
た
特
産
品

も
楽
し
め
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

善峯寺の「遊龍松」

京
都
検
定
講
演
会
講
師
に
よ
る「
よ
も
や
ま
話
」。京
都
検
定
を
通
じ
て
、京
都
の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

観
光
視
点
か
ら
み
た
京
都
の
松
竹
梅

第
27
回
京
都
検
定
3
級
公
開
テ
ー
マ「
京
都
の
松
・
竹
・
梅
」

山
村 

純
也

株
式
会
社
ら
く
た
び

代
表
取
締
役

※京都検定では「公開テーマ」に関する問題が各級10問出題されます。

▲京都検定の
　詳細はこちら

　または

京都検定

答え　Q1（イ）京都観世会館
　　　Q2（イ）竹林の小径
　　　Q3（ウ）隨心院

過
去
問
に
挑
戦！

過
去
問
に
挑
戦！

小
野
小
町
ゆ
か
り
の
寺
で
、３
月
に
は

菅
笠
に
梅
の
造
花
を
挿
し
た
少
女
た

ち
が
舞
う「
は
ね
ず
踊
り
」が
行
わ
れ

る
寺
院
は
ど
こ
か
。 第

16
回
3
級
よ
り

Q
3

（
ア
）即
成
院

　（
イ
）法
界
寺

（
ウ
）隨
心
院

　（
エ
）常
照
寺

岡
崎
の
京
都
国
立
近
代
美
術
館
の
南

に
位
置
し
、能
舞
台
に
は
堂
本
印
象
の

描
い
た
松
が
あ
る
能
・
狂
言
の
観
覧
施

設
は
ど
こ
か
。

第
17
回
3
級
よ
り

Q
1

（
ア
）平
安
神
宮

　（イ
）京
都
観
世
会
館

（
ウ
）祇
園
会
館

　（エ
）ギ
オ
ン
コ
ー
ナ
ー

野
宮
神
社
か
ら
大
河
内
山
荘
庭
園
に

至
る
竹
が
整
然
と
立
ち
並
ぶ
散
策
路

は
ど
こ
か
。

第
17
回
3
級
よ
り（
問
題
一
部
改
変
）

Q
2

（
ア
）せ
せ
ら
ぎ
の
道

　
（
イ
）竹
林
の
小
径

（
ウ
）維
新
の
道

　（
エ
）半
木
の
道
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